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現

代

緣

済

櫬

構

に

•

け

る

：勞

働

組

合

—

生
産
構
造
と
費
用
配
分
平

第
一
節
観
察
さ
れ
る
尊
樊

.第
二
節
生
産
函
数
に
対
す
る
ニ
つ
の
ァ
ブ
ロ
丨
チ 

第
三
節
生
産
西
数
の
計
測
結
果

.

第
四
節
：
生
産
要
素
の
需
要
行
動
と
費
用
構
造

第

.一
節
観
察
さ
れ
る
事
実

.
.

：

経
済
機
構
内
に
お
け
る
労
働
組
合
行
動
の
影
響
は
、
生
産
構
造
と
の
関
連
に 

お
い
て
も
分
祈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
の
技
術
的
構
造
が
把
握
さ
れ
な
け
'
 

れ
ば
企
業
の
労
働
需
要
と
賃
金
の
関
係
に
も
言
及
で
き
な
い
し
、
組
合
の
賃
上
.
 

げ
の
雇
用
に
及
ぽ
す
効
果
も
論
じ
ら
れ
な
い
。
ケ
ー
ス•

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
の 

石
炭
産
業
を
通
じ
て
生
産
i

の
分
析
を
試
み
る
。
但
し
こ
れ
は
資
料
の
関
係 

上
、
わ
が
国
石
政
産
出
量
.の
ほ
ぽ
七
0
%
を
占
め
る
大
手
筋一

八
社
を
中
心
に 

な
さ
れ
て
い
る
。

.

#
|:
ん

か

ニ

っ

か

夢

势

'

佐

野

,;
陽

子

、

■ 

. 

•

.

㈠
.
第
1
図
は
大
手
一
八
社
の
お
費
用
中
に
占
め
る
労
^
費
1

比
率
の
変 

化
を
示
し
、
第
2
因
は
炭
労
、
.大
手
の
坑
内
夫
に
関
す
る
契
約
基
準
内
賃
金
の 

推
猿
を
示
し
て
い
る
。
労
務
費比

.
#

は
ニ
六
年
か
ら
ニ
九
年
に
か
け
て
四
六• 

〇
％
か
ら
五
一
.•

五
％
の
間
を
上
下
し
て
い
る
。

一
方
、
賃
金
は
，四
五
六
円
か 

ら
六
ー
八
円
に
上
っ
て
い
る
か
ら
、
一
ー
六
笫
を
—
〇
〇
と
す
れ
ば
1
ー
九
年
は
一 

三
五
.，
五
で
あ
る
。
‘炭
労
に
所
属
し
て
い
^

い
五
社
ハ
ー
社
は
仝
炭
擴
に
も
加 

盟
、
二
.七
年
ま
で
は
四
§

の
員
^
も
こ
の
，期
間
に
，は
上
昇
し
て
い
ふ
か
ら
、
 

石
炭
産
業
大
手
筋
の
賃
金
水
準
の
上
昇
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
ょ
ぅ
。
賃
金 

.が
上
れ
ば
コ
ス
ト
と
し
て
の
労
務
費
が
膨
脹
す
る
か
ら
、
他
の
条
件
を
一
定
と 

す
れ
ば
労
務
費
の
総
費
用
に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
る
替
で
あ
る
。
こ
の
期 

間
の
他
の
費
用
に
関
す
る
価
格
を
見
る
た
め
に
日
本
銀
行
調
の
卸
売
物
価
指
数 

を
使
ぅ
と
す
れ
ば
、
—
一
七
年
を
1

0

0と
し
て
、
ニ
六
年
‘九
八

.
一
、
ニ
七
年 

'
一
〇
Q
、
ニ
八
年
ー
0
〇

.
四
、
ニ
九
年
九
九
•
七
と
な
っ
て
い
，る
か
ら
殆
ん 

ど
横
這
い
状
態
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
賃
金
が
上
っ
て
労
務
費
.総
額
が
変
っ
て 

も
、
実
際
は
割
合
と
し
て
の
労
務
費
が
そ
れ
に
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
と

第 1 図
労務费梆成比率の変動 

(大手平均）(日本石炭協会調)
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.

现
代
経
済
機
柳
.
に
‘.お
け
る
背
働
組
合

い
う

こ

と
に
な
る
。
勿
論
資
料
を
も
つ
と
細
分
し
て
各
月
で
み
れ
ば
非
常
な
じ 

ぐ
ざ
ぐ
が
表
わ
れ
る
か
ら
、
，
そ
の
期
の
特
殊
事
情
や
調
整
の
仕
方
は
種
種
で
あ 

ろ
う
が
、
期
間
を
大
に
す
る
程
そ
の
じ
ぐ
ざ
ぐ
が
消
え
て
、
そ
れ
が
こ
の
四
年 

間
で
は
長
期
的
な
趨
勢
を
，获
わ
さ
な
い
よ
う
な
水
平
な
線
に
落
着
く
傾
向
が
あ

与3!

I

"30

る
ょ
.ぅ
に
見
え
る
‘。
賃
金
や
雇
用
や
生
産
が
ど
の
ょ
ぅ
に
変
動
し
て
も
、
費
用 

の
！
！
^
に
は
何
ら
か
の
規
則
性
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
観
察
さ
れ
る 

範
囲
で
、
価
格
、
' 数
量
：の
変
化
に
対
す
る
安
定
的
な
費
用
構
造
と
い
ぅ
«
_
が 

提
起
さ
れ
る
、で
あ
ろ
ぅ
。
：

:

'

r

v

.

..
 

i
:

.
㈡

次
に
賃
金
の
上
-#
と
生
産
の

機
械
化
の
関
係
を
適
切
に
示
す
も
の 

:

と
し
て
、
吉
田
龍
夫
氏
の「
石
炭
企 

.業
の
分
か
ら
、'第
一
次
大
漱
後 

の
ド
イ
ゾ
炭
礦
に
お
け
る
実
質
賃
金 

と
機
械
化
.の
推
移
を
紹
介
す
る
。1 

九
ニ
四
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
わ
た 

る
ド
イ
ツ
経
済
の
恐
慌
か
ら
、
.ド
イ 

、ツ
汩
炭
産
業
は
非
常
な
不
況
状
態
が 

，続
い
た
。
こ

の

^
員
金
は
出
炭
量
、
 

貯
炭
量
、
坐
計
費
指
数
に
比
較
し
て 

も
、
相
当
大
幅
.な
上
昇
亦
続
い
た
。

へ
又
他
の
ヨ
I 
ロ

.
ッ
。ハ

'
諸
国
の
炭
礦
賃 

金
の
上
昇
が1

九
ニ
四
年
を
一
〇
〇 

と
し
て
三
〇
年
に
、
最
も
高
い
フ
ラ 

.
ン
ス
で
も 
一
二
〇
.で
あ
る
の
に
、
ド 

イ
ツ
で
は
1
五
〇
に
も
達
し
て
い
る 

こ
と
.か
ら
し
て
も
賃
上
げ
の
压
カ
が

I
I , 、

r - 丨一つ-1

辨1囡の期間}

t
I .IIIr* 
» ：
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50(

400

2928272625

四

七

，ハ
11
:

0

七)



fei

m i 表

ドイツ炭礦における賃金上-界扣よび採拷禅械化の推移
—.....一" i 1

年 1924 25 26 27 28 29

賃
(指 数 1924 年 ニ 100) 100 116 124 137 148 152
• - • . ■

全出炭に対する
(1913)

機械作業の割合 

(他は手掘およザ発破)

2.2 48.Q 67A 82.9 90.4 92.9

吉田龍夫「石炭企業の分析」137頁，第94因および]U0頁 

第96因より転用。

.

鐘

に

大

普

が,-
た(

か

を

知:?
.

'
玄

_

で

き

る::
°

へ
一
方
、

採

炭

：の

機

械

化

の

度 

合

を
':

全
出
産
量
に
古
め
る
ピ
ヶ
ク
お
よ
び
ヵ
ッ
^

丨

に

よ

る

採

炭

量

.の

割

合 

\  
. 

'
で
f t

る
と
す
れ
ば
、)

第
i

表
に
.衆
さ
れ
る
如
く
、
*
金
の
玉
昇
と
共
に
急
激
な 

増
加
を
.表

わ

し

て

い

る

ご

と

が

：知

れ

る

9

>

j:€
>

: m

緯
を
説
明
す
るQ

に

吉

田

氏 

.

..

.

.

;
: 

.:

;'
.の
言
を
借
り
れ
ば
次
0

通

.移

.
9 

2 

■
 

9' 

'
頁

.-

......り
で
.あ
る
。「

こ
の
よ
ぅ
な

f

 

2

15
,

-

92
''
1

4

0賃
金
上
昇
ば
能
率
上
#
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'
;
-
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2 
一

14:

90
.

よ
ァ
何
か
：で
吸
収
し
な
：け
れ
ば
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.

'

27.

37
2.
9

-

,
 >
炭
礦
経
理
ば
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立
つ
わ
け 
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'
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I

24
'
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2

'

 

i

 

-
拠

し

：た

0

」
そ

し

て

こ

の

' 

1

.

a

-

%

:'
::

結

果

は

一

.九

i
l

九

年

末

に

 

5

 

. 

—

 

V

,
る

I
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I

ff
l

o

:へ

労

務

費

が

'

も

し

賃

金

が

 

^

 

'金

-1
'

す

割

f

‘
l
丄i

作

..
全

く

上

ら

な

か

っ

た

と

し

%

19
2

R

«
 

^
 

.六

〇

％

ま

で

下

る

程

の

実

 

:

"

.

.

.

賃

纖

：

I
f

1

一

第

.；

f

上

げ

た

0

し
か
し
実

 

」

：

,

:
'

■ 
a
 

.

際

に

労

務

費

の

割

合

は

.一

.
 

i

九

ニ

四

年

か

ら

一

一

九

年

ま

で

の

間

、

•
上

下

は

あ

な

な

が

ら

ほ

ぽ

.
一

定

.に

な

る

よ
 

う

に

、

同

書

の

第

97
図

に

示

さ

れ

て

ぃ

る

。

こ

の

ょ

ぅ

に

も

し

賃

金

の

上

昇

と

:

四

.八

(

五

0

八

〕

機
楚
と
が
対
应
し
て
い
芩
と
す
れ
ば
、
ど
の
位
賃
金
が
上
る
と
ど
の
泣
機
械 

化
が
進
む
が
_が
問
題
と
：な
る
わ
げ
で
あ
.る

;0
,

:
::
.
:

:
:

c
l
> 
吉
田
龍
夫
，「

石
炭
企
業
の
：分
析
'—
由
亜
書
房
：
第
2

章

賃

今
 

;(

2)

.前

掲

書

.̂
四
〇
頁
.。

：
;'
. 

.
:

: 

以
上
ニ
つ
の
観
察
さ
れ
を
事
実
を
結
び
合
わ
：せ
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
説
明 

が
与
え
ら
れ
得
る
。
即
ち
、
_企
業
に
提
示
さ
れ
て
い
る
賃
金
率
が
何
ら
か
の
原 

因
で
上
っ
た
瘍
合
、
賃
金
支
技
緣
額
は
増
加
す
る
。
：.こ
め
と
き
企
業
は
何
ら
か 

の
条
件
に
.規
制
さ
れ
て
コ
ス
-K
を
M

1
限
，に
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必 

ず
縮
小
を
せ
ま
ら
れ
る
。
他
の
費
用
を
别
に
す
れ
ば
、
労
務
費
办
敝
減
に
向 

い
：、
相
対
的
に
労
働
i

を
減
ら
し
て
機
械
化
：を
行
な
.い
、
- .
労
務
費
を
f

し 

て
：コ
ス
ト
.を
低
下
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
労
務
費
の
比
率
は
何
ら
か
の
条
件
に 

よ
り
安
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
：

(

賃
金
率
が
下
っ
た
場
合
も
、
反
対
の
こ
と
が
同 

.じ
よ
う
に
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
波
及
過
程
は
種
種
の
要
因
に
よ
り
種
種
の 

様
相
を
皇
す
る
。
例
え
ば
景
気
変
動
の
影
響
は
、
不
況
期
に
は
労
務
費
此
率
，を 

犬
き
く
し
：、
好
況
期
に
は
一
般
に
小
さ
く
す
る
と
経
験
的
に
言
え
る
。
X
、
労 

/

働
組
合
の
勢
カ
の
如
何
に
よ
っ
：て
も
雇
用
の
増
減
の
仕
ガ
が
異
な
る
し
、
政
府 

の
_

が
挞
資
に
有
利
に
働
く
か
不
利
に
作
用
す
る
か
に
よ
っ
て
も
差
異
が
あ 

る
。
そ
の
他
代
替
.エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
徵
合
麗
や
市
場
の
条
件
も
反
映
さ
れ
る 

で
あ
ろ
う
。

.

し

か

し

な

が

ら

い

：
ど

の

よ

5

な

変

動

を

逋

じ

て

も

労

務

費

比

率

が

一

定

に

な

 

る

傾

向

が

あ

る

と

.す

れ

ば

.、

そ

れ

は

生

産

構

造

に

ま

，で

さ

.か

上

ら

な

け

れ

ば

 

解

朋

で

.き

な

ぃ

で

あ

，ろ

う

。

.
そ

し

て

そ

の

生

産

構

造

と

は

、

基

本

的

に

は

石

炭

の

産

出

に

対

す

る

労

働

と

機

械

の

'代

替

関

係

の

法

則

に

集

約

さ

れ

る

：の

で

あ

.
 

る

-0
.

第
-

i r

生

産

函

数

に

対

す

る

:

.

.

.

.

,

ニ

.
つ

の

ア

ブ

ロ

ー

チ
 

,
 

.

'.
 

.
 

■

生

産

物

と

生

産

要

素

の

関

係

を

規

定

ず

る

生

産

函

数

は

、

生

産

量

を

0

、

生

 

産

要

素

の

投

入

量

を

労

働

ム

、

資

本

0

と

し

て

通

常

0

=
/

(

1
,,
9

と

お

か

れ

 

る

0
し

.か

し

す

ベ

て

.办

設

定

は

.そ

れ

を

ど

の

1

ぅ

に

計

る

か

と

い

ぅ

こ

と

が

同

 

時

に

述

べ

ら

れ

な

け

れ

ば

意

味

が

な

い

。

0 ;
ぞ

1 ,
は

と

も

か

ぐ

、

0

に

勝

し

て

 

は

資

本

を

如

何

な

る

単

位

で

計

る

か

が

問

題

と

な

る

。

- '
J 

•
 

ロ

ビ

ン

ソ

ン

は

こ

 

れ

を

、

資

本

と

は

何

か

と

い

ぅ

雙

か

ら

分

析

^

坐

産

の

技

術

的

要

因

と

し

 

て

の

資

本

概

念

に

、

最

も

密

接

に

対

応

す

る

も

の

と

す

る

労

働

時

間

表

示

..の

資

 

本

を

用

い

て

い

る

が

、

経

済

体

系

に

お

け

.る

資

本

の

本

質

を

解

明

し

ょ

ぅ

と

す

 

る

態

度

が

ぅ

か

が

わ

れ

る

。

：
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1
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w
o
b
i
I
l
s
o
:
a
,

 

ニ 

T
h

e

 

P
r

o
d

u
c

t
i

o
n

 

F
i

m
c

t
i

o
n

 

a
n

d

 

t
h

e

 

T
h

e
o

r
y

 

o
f

 

c
a

p
i

a
l

.
,
2

 

T
.

h
e

.
R

e
v

i
e

w

 

.
o

f

R f
s

n

•

が
 t

u
d

i
e

s91
9
5
3

 

'
丨 5

4
, 

V
O

L

 

X

X

I

S

V
•

•

 

(

2

)

 

J
,

 

w
o

b
i

n
s

o
m

 

,

 

T
h

e

 

A
j

c
c

v
m

u
l

a
t

i
o

n

 

o
f

n
a

p
i

t
a

u

 

^
p

C
o
.

 

L
t
d
.
-
,

 

L
o

n
d

o
n

,

 

1
9

5
S
,

 

C
h

a
/

D
t

.
1

1
'

.

 

-
.
.

.
.
.

 

.

.

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

..

.

.

一

方

只
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M 

•ソ
ロ

ゥ

は

何

故

資

本

一

般

(
c
a
p
i
t
a
l
-
i
n
-

o qe
n

e
r

a
l
)

の

概

 

念

が

無

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

と

問

題

を

提

出

す

ダ

。

彼

に

ょ

れ

ば

0

?
を

举

ー

、生

'

産
量
、
L
.を
纂
労
働
の
投
入
量
、
0,
'
お
ょ
"ぴ
02
を

資

囊

備

の

-:
'種

(

败
ら

、

...

.

一

..

.

现

代

経

済

機

構

に

お

け

る

労

働

組

合

へ

.

,

か

^

違

う

〕

の

用

役

の

投

入

量

と

し

、

資

本

1

般

を

K

と

す

る

と

、

の

=
F

P
,

 

0 -

1, 

c2

)

m

K

p;
K)

，

w

川

- ©
-(

P
Q

2

)

と

ニ 
段

階

に

■お

く

。

そ

し

て

中

を

指

 

標

函

数

(
t
i
l

e

M .
M

p u
CD
M

H J
pi
g

s '
o
ti)

と

^

^

け

、

こ

れ

が

実

際

に

は

生

産

函

 

数

で

あ

る

と

述

べ

、

結

論

で

、

Q

H

F

C

L

o

l- b
o

を

の

U
W

O
U

K
)

と

は

 

•'
.:
;
一

.晚

に

で

き

'な

い

：と

し

て

い

る

。
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R

 

lyl.'

M.o
l
o
w
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な T
h
e

 

P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 F
u
n
c
t
i
o
n

 a
n
d

 t
h
e

 
T
h
e
o
x
y

oH>capital
、

T
h
e
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w
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s
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of 

Econ. 

Studies,

i
l
5
6
'
V
O
L

 

x
M
m (2). 

，

:

.

.
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• 

• 

■

•
 

,

肜
昏
卧
数
に
か
す
る
一
、一
つ
の
立

i

 

.

生
産
函
数
を
計
測
す
る
に
当
つ
て
、
.変
数
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で
構
成
す
る 

か
に
よ
り
一
一
ク
の
立
^

考̂
え
ら
れ
る
。
工
学
的
変
量
'(

窮
極
的
に
は
例
ぇ
ば 

'

パ
ィ
プ
.の
享
さ
、
直
径
等)

を
眩
り
扱
う
も
の
を
工
学
的
生
産
函
数

f

 

T
 

nological production I
^
m

a-i
o
l
o

と
す
れ
ば
、
経
済
変
量(

何
ら
か
の 

意
味
で
俩
膨
尺
度
で
!s

ら

れ

る

の)

の
デ
ィ
メ
ン
ジ：

ョ
ン
で
考
え
ら
れ
る
の 

は
経
済
学
的
生
産
函
数(ecop.onlic production f

目c
t
i
o
e

で
あ
る
。
 

資
本
を
貨
幣
価
値
で
計
る
か
、
物
量
で
計
る
か
、
■ま
た
：そ
の
物
量
を
機
械
設
備 

の
ど
の
：程
度
の
鞭
分
化
し
允
面
で
と
ら
え
る
か
に
よ
つ
て
、
生
産
函
数
が
経
済 

へ
現
象
と
そ
の
^-
後

め

エ

学

的̂

と̂
の
開
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
が
決
ま
る
：。
 

先
の
.
.ロビ
ン
ソ
，ン
.と
ソ
ロ
ゥ
の
賢
本
：に
対
ず
る
観
方
の
違
い
は
、
.こ
の
関
係
で 

あ
る
免
i

済
学
的
生
産
函
数
を
考
え
る
ロ
ビ
ソ
ソ
'/
に
対
し
て
、
ソ
ロ
ゥ
ば 

H

学
的
生
■
:
影

の

い
|

を
求
め
て
い
る0

:
 

:

','

四

九

：(

五

〇

九

)



-•
:
'

(

1〕
H'
. $

$
 

ニ'
:ナ
“リ
に
始
ま
"るH

学
的
生
.産
函
数
冷
概
念
.は
、
:,
.
;小

 ̂

一
ン「

恵1

郎

「
生
鹿
性
変
離
分
析
の
基
礎」

：
生
産
性

-.
0
:変
動
と
そ
の
影
響
、
統
；

:

許
研
究
会
の
ー
中
に
精
歡
に
：展
開
さ
れ
へ
て
い
：；る
。

'

-

X

:
:こ
ぐ
；
.':ゲ 

右
炭
囊
の
生
産
函
数
に
関
し
て
、
1
ー
つ
の
：立
場
の
考
え
ら
れ
得
名
設
定
を

な
.5
0
,''
.
"
.ぐ'
'
.
.

B

:あ
る
生
産
物
の
生
産
，を
_叉
と
し
、
そ
.の
生
産
を
可
能
な
ら
し
め
る
生
産 

体
制
を
Y
と
ず
る
'0
こ
の
場
合
の
Y
は
技
術
水
準
を
表
わ
す
0
,'
,
:

こ
.の
¥
は
小
尾
氏
に
ょ
る(

x
,

"f
c

:-
w

s

)

.
の
組
合
.せ
を
デr

ス
ク
リ
I

ト
に 

ら
列
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
技
術
水
準
で
あ
る
か
ら
勿
論
連
続
的
で
あ
り
、
' そ 

し
て
有
限
で
は
な
い 

> さ
て
企
業
家
は
一
' 定
の
a
出
量
を
達
成
す
る
の
に
.ど
の 

狻
術
水
準
を
選
択
す
る
か
の
問
題
に
直
商
す
る
。
技
術
水
準
は
具
体
的
な
技
術 

形
態
と
し
て
姿
を
現
わ
す
。
今
、
：技
術
形
態
を
呼
ぶ
の
に
i

の
場
で
用
い
ら 

れ
る
'工
具
、
：或
い
は
機
械
、
_

は
i

に
よ
る
と
す
れ
ば
.
.
.
’

と
、
現
在
ま
で
に
実
現
可
能
な
露
態
を
掲
げ
る
こ
と
が
：で
き
る
。
こ
れ
ら
は 

'自
^

{
件
.に
規
制
名
れ
る
亡
と
も
あ
り
、
：

1

一
箇
以
上
の
併
用
も
当
然
な
さ
れ 

る
。
し
か
し
奴
は
採
択
さ
れ
る
機
械.の
み
を
表
わ
1>
'
て
い
る
の
で
は
な
く、
-0 

.降

に

原

料
- ^
他
理
要
素
と
.し
~て
.の
労
猶
、
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
決
定.す
る
0
労
働
.に
.
. 

つ
.い
で
：言
え
ば
、
；¥2
.の
機
激
|

^
に
対
し
て
：は|
塞
ー
に
補
完
的
な
の
で
あ
る0 

モ
の
へ
つ
る
は
し
と
ム

^
ヵ
ッ
タ
丨
^
比
較
す
れ
ば
、
づ
る
は
し
一
本
に
は
労
働 

者
.一
人
、
.
.
力
ッ
タ
ー

■ |
台
：に
は
傲
歡
者
何
人
と
い
ぅ
よ
ぅ
に
他
の
条
件
を
ブ
定 

と
す
れ
ば
自
ず
か
ら
物
理
的
に
法
ま
る
？
.そ
れ
，故
、.技
術
水
準
カ
は
|

、
原 

料
、

エ
ネ
ル
ギー

の
質
と
量
を
固
定
し
た
も
の
で.

4

る
。
.：
企

業

家

の

違

ぶ

の

は 

こ
の
よ
ぅ
に
総
合
さ
れ
た
組
合
せ
で^-
る
技
術
水
準
と
す
る。
：

..

(

1

)
'

X
:

き
賊
遂
錄
，
'

• &
:

颈
笼
a

H

^

s

®

,

f

:
件 M

 

遂
0

筠
，
 

:
E

£

 

” 

B

>

、r
¥

ト
裔
離
M

錄

(

* 5
>

:

'

.諸
紹
0

3

:

^

浮
琦
>
,
前
掲
書
一
八 

.

.

1

‘一-
T

-

.

V八
'

五

頁
::
0

•

;

.

そ
こ
で
生
産
■の
技
術
的
関
係
は
-

e

l

f

 

:

:

i

..
、

と
記
述
す
れ
ば
佐
要
且
づ
十
分
.と
.な
る
。
：
こ
こ
で
：C
は
生
産
能
力
、
R
は
機
械 

|
禱
の
指
標
で
あ
る
。
.か
く
て
生
産
函
数
P
は
機
械
設
備
の
間
の
代
替
関
係
を 

示
：.す
も
の
と
.な
る
。

.

.こ
こ
.で
ば
採
炭
の
：機
械
設
備
で
特
徴
づ
け
た
が
石
炭
産
出
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
 

直
接
石
炭
に
た
ず
さ
わ
が
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、
そ
の
後
の
積
込
、
連
搬
、
遺
炭 

が
あ
る
。
し
か
し
な
、が
ら
技
術
の
進
歩
の
も
た
ら
す
も
の
は
常
に
特
定
の
プ
ロ

Y X

つ
る
は
し 

Y 2

ド
リ
ル' 

(

発
破
採
炭)

：

Y

.

.コ
ー
ル
*
ピ
.ツ
.ク 

Y

コ
I
ル
.
.カ
ツ
タ
；.丨
.
.

Y 

:

ホ
ー
ベ
ル
.
.
：
！

T 6

パ
イ
プ•

ラ
イ
ン
力
ま(

無
人
採
炭)

x
=
/
(
y
1', y

2,…
…
，

Y

L

セ
ス
内
部
で
は
な
く
、
む
し
.ろ
。フ
ロ
セ
ス
！̂

f

の
変
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
力 

ッ
.タ
I
を
使
う
こ
，と
は
パ
ン
ッ
ァ
ー
コ
ン

.ベ

.

.ア
を
相
伴
う
し
、パ
パ
ィ
プ 

'
ラ 

ィ
ン
に
な
れ
ば
採
陳
か
ら
連
搬
ま
で
切
れ
目
な〜

、お
こ
：̂

^
こ
と
に
.な
る
。
故 

に
プ
户
セ
ス
の
意
味
は
は
な
は
だ
暖
昧
に
な
る
。
：さ
ぎ
の
カ
ぼ
採
炭
機
械
1

. 

に
よ
ヴ
.て
表
わ
し
た
。'.そ

れ

ぞ

れ

が

固

定

の

積

込

、
運
搬
め
技
霞
態
を 

有
す
る
も
の
と
す
机
ば
、
少
な
く
を
も
坑
内
に
関
し
て
で
は
す
べ
て
の
プ
ロ
セ 

ス
の
技
術
水
準
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
る
。.ま
た

、
.
採
炭
プ
"ロ
セ
ス
の
扣
に
つ 

い
て
他
の
プ
ロ
セ
ス
が
対
応
し
な
い
，場
合
は
、
さ
ら
に
尽
を
細
分
化
す
る
必
要 

が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
.必
要
に
応
じ
て
そ
'の
よ
う
：に
す
る
こ
と
は
任
意
'に
で
き

,

.
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.

 

.
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•

る
。

；

.
 

'

^

伝
統
的
な
生
避
1
^
ば
、
?
.
;
1
1
>
,
め
グ
ラ
：ス
.の
計
測
し
：た
ダ
グ
ラ
ズ 

函
数
を
始
め
：と
す
る
経
済
変
量
間
の
i

式
で
あ
る
。
ダ
ク
ラ
'ス
函
数
の
測
定
.'
 

は
種
種
行
わ
れ
た
が
、
，資
本
項
目
.
0は
ダ
.グ
ラ
ス
が
設
備
、
建
物
の
評
価
額
：で 

計
っ
て
よ
り
、
'わ
が
国
で
は「

H

業

靜

表

」

-
の
篇
か
ら
多
く
馬
力
数
が
用

い
ら
れ
て
い
る 
0

.-
'
:

'

;
,
'
:
'
:
.」

：•.'
 

: 

'
..
,
'••

の
示
ず
と
こ
ろ
は
、
：原
於
料
を
¥
と
す
れ
ば
，|
般
的
疋
生
産
関 

係

<o
=

5

L

*

Q

M
§
に
つ
い
て
齟
が
生
産
量
殳
^
比
例
す
る
と
し
て
落
し
、
.

一：

一
生
産
贺
素
ム
、；■
0
'の
0
?に
対
す
る
代
替
法
铆
で
あ
.る
。
い
わ
■ゆ
る
労
働
.な
る 

坐
産
要
素
を
何
k
か
の
方
法
で
規
定
し
、
そ
れ
に
代
替
的
な
他
の
す
べ
：て
の
生
.
 

産
要
素
を
0
と
定
義
す
る
。
こ
の
場
合
の
生
避
要
素
は
先
の
エ
学
的
技
術
関
係 

.の
場
合
と
異
な
り
、
多
か
れ
少
な
.か
れ
ア
グ
リ
'ゲ
.丨
ト
さ
れ
た
.も
の
で
あ
る
。

経
済
的
変
量
は
工
学
的
変
量
の
集
合
で
あ
る
点
が
、
生
罾
_
双
に
対
す
る
ニ
つ

■ 

■ 

- 

- 

- 

/

現
代
経
済
機
構
に
お
け
る
労
働
組
合
：

の
‘ア
ブ
ロ
，
I

チ
の
境
思
を
画
す
る
。

生
産
要
素1 ,

、
0

が
ど
の
ょ
ぅ
に
労
働
と
資
本

.

に
対
応
す
る
か
は
、
实
際
の 

計

狐

を

離

れ

善

ぇ

ら

れ

故

い

-0〉

代
替
的
ー
一
つ

.

の
生
産
要
素<
3

、
B

の
生
産
関 

係
が
見
出.さ
れ
、
，
そ
し
て
八
お
ょ
び
,
が
ど
の
ょ
ぅ
な
経
済
的
対
象
に
結
ぴ
合 

，わ
さ
れ
る
か
が
變
料
を
通
レ
て
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

，

.
'第
一
：一
一
節
：
坐
産
函
数
の
計
測
結
果

.

V

:

右
炭
産
業
：の
生
産
函
数
の
計
測
は
各
国
に
お
い
て
も
余
り
例
が
見
ら
れ
な 

•
い
。
.そ
め
数
少
な
い
例
と
し
て
イ
ギ
リ
ズ
と
ィ
ゾ
-̂
の
一
一
つ
の
結
果
を
先
ず
紹

c
l)p

E
.
V
,
L
'
e
s
e
r
,
-
p
r
o
d
u
c
t
i
o
x
l

 F
u
n
c
t
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o
n
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 a
n
d

 B
r
i
t
i
s
h
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石
龄
産
業
は
故
造
業
と
異
汝
り
、：
s '
本
的
に
は
採
取
産
業
T

あ
る
か
ら
自
然 

:

条
件
の
影
臀
が
光
こ
ぶ
る
大
き
い
。
.
露
天
掘
と
地
下
五
〇
〇
米
の
採
掘
と
で
.は 

イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ゥ
ト
プ

ヴ
ト
.
の
関
係
於
同
じ.で
あ
る
箸
が
な
い
。
ィ
ギ
リ
ス 

ど
ィ
ン
^
-

で
訏
測
結
果
が
同
じ
ょ
次
に
出
た
の
は
興
味
深
い
が
、
両
^
;
自
然 

条
燦
ら
対
じ.'̂
硌
ん
ど
言
及
レ
で
い
な
い
。
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炭田によりまな8 项域を計測し，更に特殊条件下に 
ある1 槐缚を刺えた9 地域について言卜测を行っすこも'
の0 . ソ * • * /

イ キ 、 リ ス . ィ ン . ド.

牟産函数式

Q又は2/0 
L 又は的 

C!叉は的

躯売炭a
総労働時間 (実働) '  
年の中間における電力: 
モヤターの释カ数

Va-al yianiha,2 
純 生 鹿 額 ，

賃金友払総額！

固宠資迤及び全稼’ 
動資卒の帳簿価格

期 間

，. .

1943—53
タイ.ム..‘ 、ン..リーズ...

1951, 1952 .

'' .クロスセ .ク..シ..3 ン.

m*測結果
益 ト ；.421±.131 
域 Uデ .598土，080

4  (« -.509土.122 
域 1/3 =.4卯 土，079*

5i fa/ニ  0.71 土0.06 
年 レ2'=0.44土0.08 
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技
術
水
準
の
選
択
と
い
ぅ
形
.で
展
開
さ
札
た
エ
学
的
だ
塲
合
、
:-
炭
磷
別 

の
資
料
を
用
い
る
便
宜
が
与
え
ら
れ
た
の
で
自
然
条
件
の
差
と
し
て
深
度
で
：分 

類
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
炭
層
ま
で
考
え
る
と
標
本
数
が
余
り
に
少
な
く
な 

る
の
で
こ
の
方
法
は
適
用
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
生
産
工
程
の
中
で
切
羽
に 

お
け
る
採
炭
プ
口
セ
ス
は
自
然
条
件
に
よ
つ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
小
さ
い

と
し
ヤ
、
'.
と
れ
：を
回
避
す
.る
こ
'̂
に
し
た
-0
即
ち
0
ば
出
炭
暈 

1>
尨
も
：の
を
使
.い
、
^
は
據
炭
機
械
の
揩
標
と
：し
て
何
ら
.か
の
尺
度
を
用
い
、
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^
お
^

^
計
測
を
行
な
ぅ
に
全
国
炭
礦
の
中
ょ
り
採
敗
徵
械
と
し
て
コ
ー
ル

•
 

ピ
ッ
ク
■だ
け
を
使
っ
て
い
る
廣
礎
、、
オ
ー
ガ
だ
け
を
用
い
て
い
る3

灰
!®(

電
気 

■動
.の
も
の
だ
け
を
：.用
.い
a
v>
,
る
と
こ
ろ
.

)

、.
.及
び
コ
'丨
ル
>•
ピ
V
ク
と
オ
I
ガ 

.だ
け
^
使

-?
て
；い
る
炭
礦
を
抜
き
出
し
た
。
^
れ
ら
.は
殆
ん
ど
中
小
厥
鱗
に
偏 

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
炭
礦
で
は
こ
.の
他
に
つ
る
は
：し
を
必
ず
使
电
し
て
い
る
も 

の
'と
：し
た
。
:
つ
る
は
'1
>
.を
何
で
代
表
さ
せ
各
>
は
還
で
あ
る
が
、
種
種
検
討 

し
た
結
果
、
採
_
失
数
を
用
い
る
の
が
最
も
フ
ィ
V
ト
が
好
が
っ
た
。
ピ
ッ
ク 

は
合
数
' 
ボー

ガ
は
馬
力
数
ぬ
ょ
っ
を
各
組
合
せ
の
中
で
'つ
る
は
し
と
ピ
ッ 

グ
に
よ
る
も
の
、.
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に
つ
：い
て
対
数
猶
型
.に
し
、
最
小
自
乗
法
に
ょ
り 

.
 

卜=

 0.311,.'..is=
0.583, ..R.= 0.915.

を
得
た
。
他

の

組

合

せ

は

.1
思
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
：は

始

め

の

仮

設

を

棄

却

す

る

に

は

、
余
り 

に
不
十
’分
な
検
証
で
あ
ろ
ぅ
0.
第
一
に
ピ
ッ
ク
«
*
と
発
破
㈱
^
を
と
り
上
げ 

る
に
当
？
て
オ
：'丨
ガ
が
ど
の
程
度
発
破
採
炭
を
代
表
す
石
か
疑
問
で
あ
る
し
、
 

稼
動
率
も
問
題
に
な
ろ
ぅ
。
第
二
：に
当
該
炭
爾
で
は
す
べ
て
つ
る
は
し
を
使
っ 

て
い
る
と
し
た
が
、
こ
れ
に
採
炭
夫
数
を
持
っ
て
来
た
の
は
根
拠
が
薄
弱
で
あ

る
。
第
三
は
採
炭
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
自
然
条
件
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
が
足 

り
ず
、
単
純
に
無
視
し
て
し
ま
っ
た
彼
定
為
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
更 

に
檢
尉
し
て
、

一
層
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
要
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

U 

、

㈡
.
ダ
グ
.ラ
ス
型
生
産
函
数
の「

計
測
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

労
働 

L
を
労
働
用
役
.の
投
入
を
17K
す
指
標
と
し
て
、

実
労
觀
時
間
で
'計
る
と
き
、
 

f
 

n<o
.
,の
た
、
.フ
が
、
他
の
生
産
要
素
の
投
入
量
只
を
何
で
計
る
ど
安 

定
的
な
値
に
近
附
く
か
。
筆
者
は
只
に
機
械
設
備
の
馬
カ
数
、
電
力
使
用
.量
、
 

機
械
装
®
帳
簿
価
格
を
用
い
て
幾
つ
か
の
ヶ
ー
ス
を
試
み
た
が
、
こ
の

中

_

_
 

装
置
帳
簿
価
格
に
ょ
る
結
果
の
み
が
有
意
で
あ
々
と
'考
ぇ
ら
れ
る
。::
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三
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三

|
年
の
三
诗
点
.に
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い

て

、

企

業

別

資

料

で

栉

な

..っ

た

°'
.
:標
本
数
は
さ
九
年
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五
箇
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1
1
1
0
年
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筒
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三
.一
年一

ra
M
で
あ
る
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方
法
ば
構
造
推
^
法
で
'de

d
u
c
e
d

 f
o
r
m
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現
代
経
済
機
構
：：に
ぉ
け
る
労
働
組
合
:.
:

:

:

:

:

.(

A ,
構
造
推
定
法
の
詳
_

は
尾
崎
巌

「

生
産
面
数
の
計
測
と
企
業
の
理
論

」 

経
済
研
究
一
九
五
八
年
一
月
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る

。
.•

こ
'れ
ら
ニ
式
か
ら
た
、
.
Jを
求
め
た
が
？
.三
時
点
に
わ
た
っ
て
幾
ら
か
の
変 

.動
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
同
じ
く
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
三
時
点
を
計
測
し 

た
結
果
は
、

マ
ル
テ
<:
.コ
リ
；二
ア
リ
テ
ィ
の
起
.る
一1

九
年
は
別
と
す
る
と
た
、
 

•フ
ぬ
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
構
造
推
定
法
と
最
小
自
乗
法
に
よ
る
六 

つ
の
結
果
を
検
討
ず
る
と
、
.規
模
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
S
が
零
に
近
い
三o
年 

の
構
造
推
定
法
に
よ
る
結
^
に
、
同
年
の
最
小
自
乗
法
に
よ
る
も
の
が
殆
ん
ど 

.
f

致
し
て
か
る
と
い
ぅ
新
.た
な
イ
ン
フ
ォ
メ
イ
シ
ヨ
ン
が
得
ら
れ
た
。
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30
年
の
構
造
推
定
法
：に
^
る
た
:>
ゾ

と
.:
:
>
各

の
：偏
秦
を
求
め
梵
の
が
第
2
:表
E

&

s'o
相
関
係
数
が
ら
h
て
も
、
僅
か
三
力
年 

，
で

は

あ̂;
が
r
.
l
: 

:

JS
安
定
的
な
^
、：i
で
あ
る
•こ
と
が
立
証
さ
れ
る
：で
あ
ろ
ぅ
。
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が
で
き
る
。
資
料
が
炭
礦
別
で
な
く
企
業
別

.

で
あ
る
こ
と
が
期
，せ
ず
し
て

^
!

^
.
 

条
件
の
問
題
を
回
避
さ
せ
た
わ
げ
で
あ
る
。
実

#

 
.

企
業
間
.に
晨
条
件
の
差 

異
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

。

例
え
ば
自
然
条
件
を
普
通
言
わ 

れ
る
新
し
い
山
、
宙
い
山
に
よ
っ
て
表
わ
す
と
す
る
と
、
，多
く
の
企
業
は
新
し

. 

い
炭
爾
と
古
い
炭
礦
を
併
有
し
て

“

る
ゃ
極
端
：に
好
い: |

1

1

と
極
端.

に
.燕
い
山
を 

持
っ
て.

い
る
と
こ
ろ
も
あ^

>
'

し
、

' 

平
均
的
な
山.

の.

み
を
持.

-

?

て
い.

る
.と
と
ろ
も 

あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
企
業
単
位
で
は

.

山
の
優
劣
が
ほ
ぽ
相
殺
し
合
っ
て
いる
.
 

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

.

で
は.

こ.

の
偏
差
が
何
を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。：
先
ず
考 

え
ら
れ
る
の
，は1 -,

や
只
に
関
す
る
稼
働

.

.

の
状
態
で
あ'̂
。
，

^

に
つ.

.

い
て
は
労
働. 

カ
の
構
成
も
問
題
に
な
る
。
労
働
組
合
の

.

致
如
武
い
炭
礦
で
ほ
：濃
仳
が
進
ん 

で
余
剰
と
な
っ
た
労
働
者
も
配

©

換
え
がi

で
あ
る
。
そ
れ
故
各
企
寒
に
お 

い
て
、
直
接.

R S

接
労
働
め
構
成
や
採
炭
夫
の
割
合
な
ど
を
険
討
し
、
更
に
そ 

の
効
率
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

.

あ
ろ5

。ゝ
文
、'.
只
に
つ
い
て
は
機
械
装 

.

置
の
評
価
額
で
..と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
正
確
に
実
働
機
械
用
役
を
代
表
す
る
か 

ど
う
か
疑̂

:

の
存
す
る
と
こ
ろ
：で
あ
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
フ
ル
に
動
が
し
て 

い
る
と
こ
ろ■

も
あ
る
し
、
又
、
高
偭
な
輸
入
機
械
を
購
入
し
て
使
わ
ず
に
い
る 

と
こ
ろ
も
あ
る
。M

に
炭
礦
の
投
資
を
考
え
て
み
る
と
、

：

開
発
に
：巨
大
な
資
本 

の
必
要
な
§

か
ら
し
て
投
資
さ
れ
た
時
期
と
そ
れ
に
よ
る
生
産
が
達
成
さ
れ 

る
ま
で
ラ
グ
の'

あ
る
の
が
通
常
で
あ
义
。

.

立

坑

を

開

さ
.<
し

て

大

捲

上

機

を

設 

置
し
て
も
出
炭
は徐
々
に
し
か
増
え
ず
、
そ
れ
に
見
合
う
量
は
相
当
後
れ
て
実 

現
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
稼
動
率
に
加
え
て
炭
鑛
の
良
さ
、

'

悪.

さ
、.

.

古 

さ
、新
し
さ
な
ど
の
組
合
せ
亦
、尙
企
業
に
よ
り
差
異
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
代
敍
済
機
構
に
ぉ
け
る
労
働
組
合

;
偏
差
：は
対
数
値
で
あ
る
が
実
際
値
に
直
す
と
、
大
体
Q
の
平
均
'に
つ
い
て
一
〇 

.
%
の
範
囲
に
殆
ん
ど
が
入
る
。
で
あ
る
.か
ら
偏
差
を
一
〇
％
ま
で
許
容
す
る
限 

り
た
ゼ
ゴ
が
以
七
の
よ
う
に
安
诺
的
に
豁
ざ
れ
へ
こ
れ
ら
の
値
に
基
い
て
論 

を
進
め
る
な
ら
ば
^:
ス
テ
マ
テ
ィ

.ッ
>
な
偏
差
を
次
の
よ
う
に
言
わ
な
け
れ
ば 

.
'■な
ら
，だ
い
。
'即
'ち
论
業
間
に
お
い
て
七
、
R
以
外
の
、
与
件
と
し
て
の
他
の
要
.
 

因
の
複
合
ざ
找
た
4
が
ば
、
搞
差
が
.示
す
^ .
け
の
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

%
う

一
つ
の̂

ざ
れ
た
㈣

M

は
、
構
造
推
定
法
：に
よ
る
規
模
函
数
パ
ラ
メ

ー
 

.タ

.
Sと
、
，最
小
自
乗
法
に
よ
る
常
数
項
6
.め
年
次
の
変
化
で
あ
る
。
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Sと
&
:の
変
化
が
何
か
対
^
し
て
い
.る
よ
う
で
.あ
り
、
.,
更
に
そ
れ
ぞ
れ
が
シ
ス 

テ
：マ
テ
ィ>

 
ク
な
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
：え
る
。
こ
れ
が
引
き
絞
い
て 

.
こ
.の
よ
う
に
動
べ
と
す
れ
ば
、
長
期
に
.わ
た
る
何
か
の
変
動
を
表
わ
す
シ
ア
ト 

項
で
ん
る
.か
も
し
れ
な
.い
、0

-

.

.

'
へ

'

'

パ

：

以
上
の
た
お
よ
び
/
が
種
锺
の
資
料
か
ら
.安
定
的
で
あ
る
と
験
証
さ
れ
る
な 

ら
ば
、
経
済
変
暈
と
し
て
の
実
働
労
働
者(

実
働
労
霧
時
間>

 

と
機
械
設
備
の
.
 

帳

篇

格

.(

評
価
額)

が、.

業の生産の技術

•
工
学
；

g

関
係
を
よ
く 

.反
映
す
る
指
標
で
あ
る
、と
い
え
よ
う
。
：

. 

:

-

:
五
五
殳
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五
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: . 第 2 表 

f  = 0；168o} 料よる理論値と樊際値との偏差

著 —_
29年 30 与•: 31年

1 —0.0767 ~ 0.0093 — 0.0043
、 2 —0.1050 一 0,0549 -0.0344

3 — 0.0211 -0 .0261 +. 0.0090
4 + 0.0481 4-0.1390 + 0.1226
5 + 0.0585 + 0.1431 + 0.1452
6 — 0.0551 ~ 0.0939 — 0.0707
7 —0.0559 + 0.0401 + 0.0477
8 + 0.0777 + 0,0849 + 0.0752

• 9 . — 0.0667 -0.0402 -0 .0518
10 -f- 0.1831 + 0.1400 + 0.0380
11 + 0.0082 f + 0.0064 + 0.0155
12 —0.0388 + 0.0383 + 0.0742
13 ~ ■ + 0.0095 + 0.0005
14 一 0.0640 . . . — — .丨...
15 —0.0658 . . . . . . .  ■ ....入，一一"'

a - fs o k 0.8835 0.8358 , 0.7972
c i + s zyj 0.1874 0.1692 0.1495

R 0.9712 ' 0.9523 0.9633
1 % 点 0.758 0.776 0.776

•
第
2
表
を
図
示
し
た
の
が
第
3

図
で
あ
る
が
、
^

?

#
目
と
^
12

#
目
の
伞 

業
を
除
け
ば
倔
差
の
動
き
が
企
業
に
関
し
，てf

ん
.ど
シ
ス
テ
々
テ
ィ
ッ

.

ク
で
あ 

.る
ょ
ぅ
に
見
え
る(

企
業
の
.順
位
：は
あ
る
時
点
の
出
炭
量
の
規
模U

ょ
る)

？
も 

し
こ
の
偏
差
が
意
味
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、.

L
に
.も
R
fe
%-
-
含

ま

れ

て

い

'
な

い 

Q
fo
影
響
を
与
え
る
要
因
が
、：'企
業
毎
に
作
用
し
て
，い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

経
®

的
生
産
罔
数
の
立
場
で
は
始
め
か
ら
.自
然
条
件
を
考
慮
：せ
ず
に
進
ん
.で 

来
た
。
一，つ
に
は
こ
の資
料
に
ょ
.り
偏
差
が
そ
れ
程
大
き
く
な
く
現
わ
れ
、
ク
し
れ 

が
い
わ
ゆ
る
皿
条
件
を
示
す
他
の
資
料
で
対
疮
さ
せ
る
こ
と
が
で
身
れ
ば
、 

逆
に
晨
条
件
を
計
る
こ
と
に
な
る
と考
え
：た
.が
.ら
で
あ
る
。
し
：か
し
.こ
の
偏

■
- 

.
-
ン
 

五
：四

(

五一

四)

.

差
.は
#
わ
ゆ
名
5
1
条̂
件
に
関
し
て
.は
殆
ん
.ど
何
も
語
つ
て
い
な
い
ょ
ぅ
で
あ
.
 

る

-0
炭
田
.の
_

さ
克
も
見
出
だ
す
こ
と
が
で
'き
な
い
0
こ
の
結
果
と
し
て
、
 

こ
れ
ら
の
：企
業
間
に
：は
自
然
条
件
の
囊
が
無
い
に
等
し
い
と
推
論
す
る
こ
と



A 0.9138 . +0.0809
B 0.9083 4- 0.0755 ,
G 0.8859 + 0.0530
D 0.8848 + 0.0519
E 0.8842 + 0.0514
F 0,8827 屮 0.0499
G 0,8807 + 0.0478
H 0.8729 + 0.0401
I 0,8696 + 0.0367
J 0.8694 4- 0.0366
K 0.8393 ' + 0.0464
L 0.8287 一 0.0041
M 0.8205 ― 0.0124
N 0.8188 -0 .0141
0 0.8054 -0.0274
P 0.7879 ― 0.0449
Q 0.7865 ~ 0.0464
R 0,7830 ~ 0.0498

平 均 0.8512 C M ® )
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'つ
の
生
産
耍
素
^
お
ょ
ぴ
11
を
労
働
お
ょ
び
機
械
設
備
.と
；し
>'.
'そ「

の
単
位
.

を

W
ぉ
ょ
び
^
と
す
今
^:
:
斯
極
小
：を
¥

ん
る
均
衡
方
趣
武
は
^
^
=
=
^
.
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S
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+
d

:
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切
お
.ょ
び
べ
が
そ
れ
ぞ
れ
：の
眼
界
生
産
カ
に
等
じ
べ
茭
払
わ
れ
で
.い

れ

ば

_

は 

攝

費

用

総

額

、從
は
機
械
設
備
費
用
緣
額
を
示
弋
そ
の
比
：は
，.
1
.
定
で
ぁ
る
^
^
 

p
.
, 

H 

•
>/

ク
ラ
ス
は
ー
巨
視
的
な
立
場
か
ら
^
働
と
資
本
の
双
数
と
^
て
^
、
ヅ 

を
测
婼
し
、
矣
み
+
^
が
国
民
所
得
に
お
け
る
勤
労
所
得
の
割
合
に
通
似
し
て 

い
る
こ
と
か
ら
、«
金
.は
砠
双
ま
員
カ
.に
等
^
く
茭
払
わ
れ
、帛
^
競
争
が
支
@3

第 3 表

労働費用配分率の瑰論値と 
実際値との偏差（昭和31年: 

ioL  zaL
R

8320

ioLR

+y

企 業
第
四
節

.：
生
産
要
素

0
需
要
行
動
と
：費

用

構

造

•:」

.

的
な
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
の
流
れ
か
ら
た
、.又
が
分
配
率
を
与
.え
る
も
の
と 

.

重
視
名
れ
丸
て
来
如̂

こ
雜
免
は
ぷ
へ
か
汝
単
に
労
働
と
機
械
設
備
と
め
コ
X

ト 

:
.を
酿
分
す
ふ
あ
こ
.
で̂
と
ど
あ
る
-0
^
と
即
の
魅
分
麻
：敗
働
甩
役
.の
所
有
者
と 

■資

衣

用

役

^

^

者

の

所

舉

の

割

合

に

等

し

匕

と

尤

ふ

に

ー

は

尙

务

く

め

仮

定

が
 

必
.

1
思
わ
れ
る
1

2

る
。
そ
れ
f

こ
で
^

^

 

^

0

 

.
を
費
用
配
分
率
と
名
づ
け
る
。

.生
«
お
双
か
ら
導
.か
れ
る
配
殳
申
は
、_
'||
^
の
#
砠
の
項
目
の
ど
れ
に
当
る 

か
。
.労
働
費
用
^
l
fe
労
務
費
に
湛
さ
せ
、
機
械
醫
蕭
に
は
幾
つ
が
の 

■
.
項
目
か
ら
減
価
償
却
費
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
大
手
企
*

ー
/\
-
社
の
ー
ー
ー
ー
¥

度

の
 

費
用
でW

L
/
C
W
L
+
d
R
)
.

を
つ
■く
り
，
ミ(

&
i)

と
の
差
を
出
し
た
の
が
第 

■•
3
表
で
あ
る
。
や
や
偏
差
は
正
に
か
た
.よ
っ
て
い
る
け
れ
ど
殆
ん
ど 

•

を
中
心
に
上
下
が
あ
る
と
い
え
る
。，
こ
.の
差
を
ゼ
口
と
：みy

差
支
え
な
い
か
ど 

ぅ
か
..を

！

る

た

，
め

に

 

の
■平
均
値
が
零
と
い
ぅ
仮
設
を
検

る
。
^l
^
f
M
"
+
o
o
1
8
4 

か

ら

K
豸 

1
1
1><
l—

w
o 

.
が

力

分

^

を

す

る

o

と
し
て
£-|

を

求

，
め

る

。
：
へ

：

T

=

\

^

I
 

4,1231 x
-
^
^
^
-
=
L
3
4
6
5
<
2
.
1
1
0
=

<r-

§
 

で
あ
る
か
ら
T
は
<
分
布
の
5

%
点
の
値
よ
り
小
で
あ
る
。
故
に
こ
の
限
り
で 

平
均
値
を
零
と
見
な
ず
こ
と
が
で
き
る
。

：

'
総
費
用
は
物
品
費
、
労
務
費
、：
経
費
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
、
例
え
ば 

物
胳
費
の
割
合
な
ど
は
炭
礦
の
自
然
条
件
に
よ
り
相
当
に
差
が
あ
る
。
し
か
し 

.

.労
務
費
と
、
経
費
の
中
の
.観
価
償
却
費
だ
け
を
比
べ
る
と
、
例
え
ば
企
業
間
で 

賃
金
格
差
が
存
在
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
安
定
し
た
傾
向
を
示
し
、
第
3
表
の
順

現

1

櫛

に
お
け
る
労

働

第 4 表 欧 州 国 別 坐 産 費 用 Q 比 較 (1950年 秋 )

人 件 費 物 品 費 利 子 償 却 経 費 駔 税 総 費 用
人 件 費  

総 費 用

.. 単位W (1 フラ、ノ：= 1P 1てで算） %
ィギ リス 1,955 533 136 132 3,119 62.7
オランダ 1,813 744 123 139 49 2,868 63.2
ドィッ 1,809 628 844 265 85 1 1 1 3,242 55.8
ザ 一 ル 1,683 1,895 49 65 322 6 3,5如 46,4
フランス 2,265 860 115 265 80 25 3,560 63.6
イクリ一 2,921 577 : ..― 139 4?098 71.3
ベフレキ*'一 3,2^8 1 , 2 垓 29 293 385 36 5,208 63.B

人 件 費 + 憤 却 費

0.851*

位
は
自
然
条
件
に
も
、
 

規
模

.に

も

、

又

、

他

の

'
考
 

え
ら
れ
る
よ
ぅ
な
要
因
に 

;

も
、
関
係
が
な
い
よ
ぅ
に 

.8
1

1

考
察
さ
れ
，た
。
.そ
し
て
更 

5

引
に
観
察
す
れ
ば
、
例
え
ば 

63
1
.ぶ
：
労
務
管
理
と
か
経
理
内
容 

4

69
A
か
の
個
別
企
業
に
#
 ̂

鼎
.
な
性
格
と
一
致
ず
る
#
が
.

.45
;
多
い
。
そ
れ
故
経
営
特
性
：

4叫1

石炭企業

に
ま
で
達
し
た
と
言
え
る 

か
も
し
れ
.な
：い
。

'鼠
一
'節
第
1
'表
で
は
犬 

手

「

八
社
の
総
費
用
中
の 

労
務
費
の
割
.八
^,
安

定

的

582
_ 未:

な
>•
し

と
を

7K
W
て

.い,.:
る

1,506本日

1956年)吉田

が
、
安
定
ず
る
の
は
配
分 

M
.
^

..j
&

j

^
 で
あ
ゥ
.て
、

•
s 

W
L

-f
-
d
R
K
H

総
費
用
に
対
す
る
労
務
費

の
割
合
へ.
H

f

鼻

V

r 
害
^\ total cost f

が
ー
：楚
に•な

る

.
こ

と

は

少

し
も
保
_
さ
れ
な
い
0
第

組
合

1
表
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
労
務
費
比
率
を
持
つ
企
業
問
の
分
布
が
変
ら 

な
が
っ
た
，の
で
あ
ろ
ぅ
。
第
4
表
は
吉
田
氏
の
作
成
さ
れ
た
表
に
よ
る
が
、
欧 

州
各
国
の
コ■

ス

ト

の

震

.を
1/K
t

重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
総
費
用
に 

占
め
る
労
務
費
比
率
を
算
出
す
る
と
ザ
.
1
ル
の
.四
六•
四
.-%
か
ら
ィ
.タ
リ
ー
の 

七

.一.

.
; 一.一‘一̂

^
で
分
布
し
_て
い
る
'。
し

か

，
し

こ

の

.
^
^
を

見

て

も

分

る

上

ぅ

に

国
 

に
よ
り
.利
壬
、経
費r

租
税
，に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
労
務
費
と
償
却
費 

だ
け
か
ら
配
分
率
を
求
.め
る
と
右
端
の
欄
の
よ
ぅ
に
差
が
非
常
に
縮
ま
.る
こ
と 

が
分
：る
。と
.の
と
と
.か
ら
も
配
分
率
が
他
の
コ
ス
ト
か
ら
独
立
に
、
よ
り
安
定
す
.
 

る
傾
向
.の
あ
る
こ
'
.と
が

敗

れ

る

ー
。
' 只
、
.国
別
の
&
分
率
が
.-0
本
を
最
低
と
し
て 

倚
、：

開
き
が
あ
る
と
i
は
、
生
産
函
数
の
'パ
ラ
メ
丨
タ
の
安
定
性
に
関
し
て
重 

要
か
問
題
で
ぎ
?)
'
。.資
料
の
整
備
と
相
ま
.っ
て
更
に
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

r 

\

i

-■

.
坐
産
構
造
と
費
用
|
|
^
.
は
労
働
と
機
械
の
'代

替

法

則

に
':
±
.
っ

て

結

合

さ

れ

て
 

い
る
。
生
産
函
数
の
た
と
夕
は
以
上
の
範
囲
で
費
租
配
分
率
を
決
定
す
る
。「

本 

論
を
逋
し
て
贫
働
0 ;
価
格
切
と
機
械
設
備
.の
価
格
忒
.：は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
る 

レ
の
：と
し
た
-。
ぉ
と
プ
に
よ
っ
て
、
各
相
搿
価
格
；！
の
下
で
の
雇
用
量
が
そ
れ 

积
が
決
ぬ
ら
れ
る
*.
'
0
,
:
労
働
組
合
の
：力
で
W
が
上
る
時
、
；
企
業
の
反
応
は
こ
の
よ 

3-
:
な
：̂
力

15 ;
;

_
如
通
^
て
需
要
行
動
に
達
す
名
0
.紙
合
が
#
^
て
既
荏
の
屜 

用
者
を
減
ら
す
こ
：ど
知
で
奢
ず
，〖

生
産
の
拡
太
も
で
ぎ
な
“
場

合

な

ど

反

^

の 

比
龙
は
い
ろ
い
ろ
^'
'
な
を
成
、
，̂

^
需
要
^

1
求
晚
に
規
定
す
る
の
は
こ
_の
線 

P

ぁ
左
。：

そ
し
て
坐
産
要
要

.の(

議

は

_

€»
,変
動
：に
よ
マ
て
説
明
さ
れ
る 

の
.で
.あ
：る 

0:.
.
'■
-
.
;ー

こ
\:'、
、
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: 

'ニ
'
::

'

.,
'
し
：

.
:
' 

. 

V
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五
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五
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三

月

革

命

に

お

け
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勞

働

者

階

級

の

役

割
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カ

ー

ル

♦
オ

ー

べ
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マ

ン「

一
八
四
八
年
の
革
命
に
お
け
る
ド
イ
グ
劳
働
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100
4
8
, 1953) 

を
読
ん

r

一
、'
は
し
が
'■き

.

ニ
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
経
済 

.

三
、
三
月
革
命
以
前
.
の
ド
イ
ツ
社
会
蓮
動
. 

\

四
、
三
月
革
命
の
経
過
と
労
働
者
階
級
の
役
割

. 

'

.
最
近
に
お
け
る
、ド
イ
ツ
社
会
運
動
^
の
研
毙
が
、
ま
こ
と
.に
お
、ど
ろ
く
ほ
ど 

多
彩
で
あ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
る
書
籍
の
カ
タ
ロ
ダ
を
-—
.
瞥
す
る 

だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
と
れ
ら
め
ゆ
た
が
な
研
究
活
動 

の
成
果
に
づ
い
て
、
'充
分
な
認
識
を
も
つ
_て
い
る
と
.
.い
う
こ
と
1を
、
確
信
を
も
1
 

ゥ
て
^
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
研
究
の
大
体
の
傾
向
に
づ
い
て
は
う
か
が
い 

知
る
こ
と
が
で
き

よ

う
0
. 

-
.
.
.
.
.
. 

-

フ
リ
.一
ド
リ
ツ
.ヒ
.
.•
.マ
イ
ネ
.ツ
ケ
，の
'：.言
葉
を
.か
..り
る
..な
ち
.ば
、..'「

ド
イ
ツ
の 

ド
イ
ツ

m

月
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
役
割

飯

：
.
..
'
.
' 

田
.

.

鼎

 

'

歴
史
は
、解
き
が
た
い
謎
と
不
幸
な
方
向
転
換
に
富
ん
で
い
る」

。
こ
の
言
葉
は
、
 

か
の
'第
三
帝
囯
のM

. 二
年
間
に
权
け
る
奇
怪
な
i

を
通
じ
て
胸
に
刻
み
こ
ま 

れ
た
一
人
の
思
想
家
の
讓
な
叫
び
以
上
の
も
の
を
も
っ
て
、
.い
る
。
世
界
に
お 

:

い
て
、
も
っ
.と
も
古
い
歴
史
を
誇
っ
た
社
会
民
主
主
義
政
党
と
最
も
強
い
共
産 

党
を
も
っ
て
い
た
ド
イ
ッ
が
、
な
ぜ
、
ほ
と
ん
ど
み

る

ベ

き
組
織
的
抵
抗
も
な 

し

に

、

.：

ヒ

ッ

トラ
ー

の

T
っ
た
か
。
そ
の
理
由
は
1

党
の
セ
ク
ト
主

義
や
社
会
民
主
党
の
裏
切
り
を
指
摘
ず
る
.だ
け
で
は
説
明
と
し
て
.は
な
は
だ
不

.

.

.

へ2

>
.

:

充
分
で
あ
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
視
角
か
ら
、
戦
後
の
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
に
お
い 

て

は

、

ワ

イ

マ
:!
'

ル

体

制

の

崩

辕

と

ヒ

ッ

ト

ラ

•丨
の
登
場
前
後
に
'お
け
る
労
働 

奢
階
級
の
運
動
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
研
^
や
^

^
が

八

ム

刊

さ

れ

て

い

'
る

こ

と
 

は
当
然
と
い
え
ょ
ぅ
？
わ
が
国
に
お
い
て
は
、:

こ
の
時
期
を
主
題
と
し
た 

は
、，
.村
瀬
興
雄
氏
め
：「

ド
イ
ジ
^e

史」
：

.

(

東
京
大
：学
出
版
会)

や
篠
原
一
氏 

.
の
力
作r

ド
イ
.ッ

革

命

史

序
説
-:—

革

命

に.
'おけ
る
エ
リ
ー

■ト
士
大

—
」

-

.

•

ー
五
九

c

五

—*
九)

企業別機械装置評価額(単位千円)

洛年 9 月末有価証券報告迸

29 ¥ 3 0 年 3 1 年

; 1 ' . 3,184,452 2,812,958 3,360,198
2 3,686,107 3,572,637 3,285,013

• 3 1,766,083 2,076,040 2,141,784
4 , 1,146,872 1,120,119 1,036,095
5 1,019,447 930,488 954,918
U

7 795,502 1,021,554 992,234
8 1,491,619 1,560,003 1,371,648
9 901,401 846,851 790,577

10 1,729,760 1,716,851 1,826,023
11 486,986 823,487 903,814
12 ' 603,822 621,795' 567,752
13 489,434 476,990 358,085
14 . . — 521,107 460,864
15 ; __ — * ——
16 543,542 486,650 —

17 300,314 270,080 —

18 120,220 113,780 107,592

五
八

苴

八

企 業 別 粗 出 炭 量 (単位トン) 企業別実働労働者数 (単位人)

' 2 9 年 3 0 年
■ . : .3 1 年 2 9 年 3 0 年 3 1 年

1 496,600 496,900 545,880 1 43,107 42,270 42,345
2 375,500 353,900 374,040 2 33,661 31,944 32,683
3 318,800 283,300 302,900 3 22,695 21,170 21,274
4 144,500 155,300 166,100 4 11,452 10,184 10,548
5 128,450 132,100 144,300 6 10,669 9,221 9,197
6 140,222 130,24*7 138,684 6 10,414 10；032 10,692
7 130,600 120,100 145,000 7 11,597 11,491 12,628.
8 84,250 115,000 121,300 8 7,9f8, 9,059 8,938
9 115,408 104,700 109,579 , 9 9,286 8,411 氏488

10 90,850, 84,600 88,400 ； 10 8,072 7,120 7,012
11 96,100 95,700 93,926 11 7,815 爾 : 8,707-
12 84,500 77,200 84,700 12 6,219 5,538 5,721
13 58,500 63,000 70,000 13 4,699 4,061 5,893
14 54,100 62.200 63,800 14. 6,090 5,732 6,066
15 60,300 60,700 56,900 15 5,544 4,833 4,793
16 • 35,600 40,400 • 39,500 16 3,732 3,261 3,35.5
17 32,510 30,609 40,500 17 3,503 3,269 3,131
18 . 17,918 19,600 25,024 1,650 1.651 1,800

各年9 月 （通産省調) : 备年9月(実動労務者+臨時夫;4•諸負关)(通産省調
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